
六
投
稿
原
稿
は
、
コ
ピ
ー
を
一
部
添
付
す
る
こ
と
。
原
稿
は
著
者
校
正
の

際
も
原
則
と
し
て
返
却
し
な
い
の
で
、
手
元
に
コ
ピ
ー
を
一
部
残
す
こ

と
。

七
著
者
校
正
は
、
原
則
と
し
て
原
著
・
総
説
・
研
究
ノ
ー
ト
・
広
場
・
資

料
を
対
象
と
し
、
初
校
の
承
と
す
る
。
校
正
は
字
句
の
訂
正
に
留
め
、

組
版
面
積
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
改
変
や
、
そ
の
他
の
組
承
替
え
は

認
め
な
い
。
校
正
刷
り
の
返
送
期
日
を
厳
守
す
る
こ
と
。
期
日
ま
で
に

返
却
さ
れ
な
い
場
合
は
責
了
と
象
な
す
。

八
刷
り
上
り
五
印
刷
．
ヘ
ー
ジ
（
四
○
○
字
詰
原
稿
用
紙
で
一
二
枚
）
ま
で

は
原
則
と
し
て
無
料
と
し
、
超
過
分
と
図
表
製
版
の
実
費
は
著
者
負
担

と
す
る
。

九
論
文
別
刷
は
五
○
部
単
位
と
し
実
費
で
作
製
す
る
。
別
刷
希
望
者
は
校

正
刷
第
一
頁
の
上
方
に
部
数
を
朱
書
す
る
こ
と
。

一
○
原
稿
の
送
り
先

〒
二
三
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
丁
目
一
ｌ
一

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内

日
本
医
史
学
雑
誌
編
集
委
員
会

＊
題
名
中
に
書
名
が
出
現
す
る
場
合
は
、
引
用
符
《
《
》
》
で
囲
承
イ
タ

リ
ッ
ク
体
を
使
用
し
な
い
。
．

数
字
の
用
法
な
ど
で
編
集
処
理
上
困
る
こ
と
の
多

罹
噸
峰
檸
憾
瘤
極
一
か
つ
た
横
書
の
ワ
ー
プ
ロ
投
稿
が
、
こ
の
と
こ
ろ
減

っ
て
き
て
、
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
会
員
の
方
々
も
ワ
ー
プ
ロ
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
苦
労
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
い
ま
で
は
個
人
用
の
ワ
ー
プ
ロ
で
も
第
二
水

準
の
漢
字
が
打
て
な
い
も
の
は
な
く
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
医
学
用
語
に
は

漢
字
が
足
り
ず
、
「
癌
」
「
凛
疽
」
「
喀
開
」
な
ど
や
、
「
座
瘡
」
の
よ
う
な

八
尋
常
な
ｖ
病
名
ま
で
駄
目
な
の
は
困
り
も
の
だ
。

も
っ
と
も
、
医
学
用
語
で
な
く
て
も
、
先
日
私
の
書
い
た
文
章
で
は
「
内

田
百
間
」
が
駄
目
だ
っ
た
が
、
小
説
家
で
は
「
里
見
弾
」
が
駄
目
、
有
名
な

作
品
で
は
「
渥
東
綺
諄
」
が
出
な
い
。
ま
ま
西
域
の
地
名
が
出
な
い
な
ど
は

仕
方
が
な
い
と
し
て
も
、
れ
っ
き
と
し
た
日
本
の
地
名
で
あ
る
「
吐
噴
卿
（
と

か
ら
）
列
島
」
も
駄
目
な
例
に
入
る
。

数
字
も
厄
介
で
、
私
は
原
稿
で
は
元
号
を
省
い
た
数
字
は
侭
年
の
よ
う
に

数
字
二
つ
を
一
宇
分
に
し
て
紛
れ
や
す
さ
を
防
ぐ
習
慣
だ
が
、
白
状
す
る

と
、
こ
れ
が
ワ
ー
プ
ロ
で
処
理
で
き
な
く
て
、
お
お
い
に
悩
ん
だ
。
一
つ
一

つ
の
作
字
は
容
易
だ
が
、
全
体
で
は
尼
大
な
手
間
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

数
字
と
い
え
ば
、
私
の
ワ
ー
プ
ロ
で
は
「
１
０
０
」
と
打
っ
て
転
換
キ
ー

を
押
す
と
「
１
０
０
」
、
も
う
一
度
押
す
と
．
○
○
」
、
も
う
一
度
押
す
と

「
百
」
に
な
る
。
し
か
し
、
「
１
０
０
０
」
の
場
合
は
三
回
押
す
と
「
千
」
に

な
ら
ず
に
．
千
」
に
な
る
の
が
、
え
て
し
て
煩
わ
し
い
。
商
用
に
は
と
も

か
く
、
私
た
ち
は
ふ
つ
う
「
一
万
円
札
」
と
は
言
う
が
、
あ
と
は
た
ん
に

「
千
円
札
」
「
百
円
札
」
と
し
か
言
わ
な
い
の
で
あ
る
。

（
三
輪
卓
爾
）
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